


　新年明けましておめでとう
ございます。皆様方には清々
しい新春をお迎えのことと存

じお慶び申し上げます。
　さて、昨年は4月に一病棟をオープンし、フ
ル稼働となりました。ICUの後方ベッドと位置
づけましたので急患の受け入れもいくらかはス
ムースになったのではないでしょうか。また、
7月からオーダリングを開始しました。当初は
多々ご迷惑をおかけしたようですがようやく軌
道に乗ってきた感じです。今年も地域医療連携
室を中心に先生方と密に連携を保ちながらやっ
ていきたいと思います。
　本年も引き続き皆様のご指導、ご支援のほど
よろしくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうご
ざいます。清々しい新年をお迎え
の事と存じお慶び申し上げます。

　さて、国立病院機構の病院は全部で146あるの
ですが、各病院の臨床研究の活動を評価し、公表し
ている事を御存知でしょうか。つまり、①国立病院
機構が推進している治験、EBM推進のための臨床
研究 ②競争的資金獲得額 ③特許・知的財産収入 
④業績発表、独自研究の項目について各病院の臨
床研究の活動を評価・点数化し、毎年１番から146
番まで順位をつけています。昨年は鹿児島医療セ
ンターの成績は全国で146病院中26位でした。今
年も１つでも順位が上がる様に臨床研究に励んで
いきたいと思います。今年も鹿児島医療センター
の臨床研究部をよろしくお願い申し上げます。

　明けましておめでとうござい
ます。
　皆様お正月はいかがお過ごし

だったでしょうか。昨年は暗いことばかりで過ぎた
ような一年でしたが、今年は医療界にも少しは良い
ことがありそうな気もしています。
　昨年は当院連携室便り「鹿児島医セン」をご支援
頂き有り難うございました。お陰様で毎月発行する
ことが出来ましたが、今年もまた毎月お届けするつ
もりですので、昨年同様、診療の合間の息抜きなど
にご利用頂ければ幸いです。
　診療技術面からも医療政策面からも、医療界は大
変換期のさなかにあり、私どもも対応に大わらわの
状態ですが、こうしたなか地域医療連携室の役割も
益々大きくなってきております。どうぞ今年もよろ
しくご支援の程お願い申し上げます。

　明けましておめでとうございま
す。昨年は、休棟中の東4階病棟
が心臓血管外科・循環器内科病棟
としてオープンし、循環器、脳卒

中、がんという3本柱での診療がフル稼働すること
となりました。この病棟はICUの後方病棟としての
役割もあり、9月までは救急患者さんの受け入れもス
ムーズに行きました。 10月以降は入院患者数の増加
に伴い、一部の救急要請をお断りせざるをえない状況
も生じました。在院日数の一層の短縮や、地域の先生
方との連携をさらに深めていく必要を感じています。
　 一方、遅れていたオーダリングシステムも導入さ
れ、外来予約制等一部混乱はあったものの大きな問題
なく稼働することができました。『連携室便り』でもご
案内して参りましたが、新規の患者さんのご紹介は、
予約センターに事前予約をお願いできれば幸いです。
 まだまだ至らない点があるかと存じますが、本年も
ご指導,ご支援どうぞよろしくお願い致します。
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はじめに

コンサートのはじまり

かわいい子供たちも参加

懐かしい島うたが聞けました

職員も頑張りました

最後に
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